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保 育 者 自 ら の 保 育 活 動 の 分 析 研 究 ．

徳島県保育 自主研修会 （徳島県立 保育専門学院内）

　　　岩 佐 崇 子 O 釜 内 哲 子 　 古 林 真 弓 勝 浦 昭 二 （計測制御研 究 者）

　畏 い 牢 月幼 児理 解 に っ い て 計 画 的 、継 続的研究に 取 り組

み現 在に 至 る、この 間、昭和 59 年 には 幼児一人一人の 行

動観察記録 の分析 にっ い て流 れ図の 方法を取 り上げ 以 後
12 年間は幼児一人一人の 外面 は も と よ り内 面 まで もその

理解 を可能 に して きた。
　こ の 流れ 図は コ ン ビ ュ

ー
ク
ーの フ ロ

ー
チ ャ

ー
トを 参考に

したもの で ある が、この 流れ図 に よ っ て 幼児 埋 解 が 深まる

程に保育の あ り方 に注目 する 必要 に迫 られ た。
　 要す る に 流 れ図 に よる科 学 的分 析 方 法 で は視 覚 的 に もそ

の心情の理解が 容易 に な っ て き た。
　こ の よ うに 幼児理 解の深 ま りに よ っ て 保育者 自身の 言動

はもとよ り人間性 まで も が感覚の す る どい 幼児 に 非常 に 大

き く影響を与 え て い る こ とが 流れ 図 の 上で 明確 に な っ た今

’

こ の 度の 研究主題 を保母論に しぼ り、幼児 との生活 の
一

つ

一
っ を厳 し く分析し、日常の 保育活動を幼児の 個 々 に応 じ

て意義あ る もの と しよ うと考 え た。

1　 研究目的

　
・
　 保育者 自身の 保育活動を分析して 保育上 の 注視内

容 を 明 らか に す る 。
　
・
　 保 育者 と全 幼児一人一人 と心の 通い 合 っ た生 潰活動

を通 して 保育上 の 注視内容の 解決 を図 る。

II　 研 究 方法

　 1　 研究対象児は 保育所の 3歳 児 と し 、その 自由遊び時

の 保育 活動 を保 育者 自身が ミ ニ デ ィ ス ク （M ・D ＞を携帯

し 自 ら録 音 す る。
　 2　 保育活 動の 記録 を分析 し保育上の 注視内容 を抽出

す る ため の 分 析をす る。
　1｝　流れ 図 に よ る分析 （図 1 ）

4 月 ・5 月 ・7 月の 各 月 3 例 の 自由遊 び の 保育 活 動 記録 を

流 れ 図 に 袈 現 し て そ の 流れ 図 上か ら保 育 上 の注 視 内 容 を抽

出 した 。 これ を直接的暖助項目 の 内容 を 13 項 目に 分類 し

こ の 項 目ご と に 注視内 容 を分 忻 処 理 を し た。
こ れは 〔表 i ）の 通 りで あ る．）こ れに よ る と最 多の 承認 、
次に指示 や 貫賛 と数値は次第に 低 くな囹て い るが これ を全

体 的に 見る と、3歳 児の 成長発達の 段階 か ら考え，自己橘

動か ら 自己 実現へ 　そ して 自己 充実 に 至 る 過程で 保母の 援

助活動 に 幼児 の 心情 理 解 不 足 力S主 とな り．保 母 と幼 児の 柑

互関係や 生 活環境 も原因 とな っ て 保育上 の 注視内容を生 み

出 して い る よ う に 考え ら れ る 。
　そ れ らは （図 1 ）の 流れ 図 の 全面の 上 で 明確 に把握で き

る と共 に 保育上 の注視内容の 欄に 明 らか で ある 。また 流れ

図の形 に 齟 す る と D と 〔コ は も と よ り課 母 と幼

児 の 心 烱 を 明 確 に表 現 し て い る 。な お 、〈〉 の 上に 特 に

顕 著 に把 握 す る こ とが で き る 。
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　2〕 文 章表現 に よ る 分析 （表 2 ）

朝 の 事例分析に よ る とZ吩 間に ｛賜 が耡 ・わ っ た 幼児は

ll名 で あ る 。　 3 歳児の 受持ち人数は保母 1名に対 して

3略 で ある こ と を考え ると、受持 ち全 幼児に 対する 保母の

配 慮 は
一応認め られ る。しか し，こ の 相 互関係は そ の 内 容

が重 要 で あ る。即 ち幼児理 解に よっ て 保 母 と幼児の 信頼 関

係が高 ま り．そ し て 個 々 の 幼児 の た め に 適切な環境が 与え

られ 直接的援助が 可 能に な っ て くる こ とを 考 え る。

（表 2 ）で 見 る よ う に 自由 遊 び に 見 られ る 保 母 と個 々の 幼

児の 椙互関係か ら保育上の 注視内容 を抽 出して 見 る と （表

3 ）のよ う に 相 互 関 係総 数と そ の 注視内容総数の 4 月 7月の

比較で は 7 月が注 視内容が 多い 結果 に な っ て い る。

こ こ で （裹 4 ）の よ うに 注視 内容 を 4 項 囲別に 分類 して 具

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 俵 2 ）

臼由遊 びに見 られる保母と個々の 幼児の 掘互1剛系 〔M 卜D ［1醐 に よ る ）

保　母　の　言　動

幼児名 幼児の 言動 閥係
本児に対 して

1
鸛 耀驕

A子 r毛虫毛虫い るい る」
と伍 える。 → 「わ あ一毛虫い る い る さ

わらない で 亅 という。
rやっつ けようか亅 と

幼児が も っ てい る

生き もの に対する

優 しい 気持ちを理
← 言 う。 解 して い ない

rやっつ けた らい か ん

や っ つ けた らい か ん 」
と叫瑟の ような声で爆
母の 行動 を見なが ら冨

う。
「先生やさし一に、や
さ し一に 、死 んだらい

かん」 と叫ぶ 。

→

←

→
←

「ど うして ．刺 され たら
い たい よ」と取 ワの けよ

うとす る

「そ うね、優しくしさう
ね」 と声 をお と して 9 う

毛虫だけ ど や っ つ

けな いで 優 しく　 　 　　 　 　 し

て と叫ばせ て しま

っ た こ と は→ 寺で

あっても幼児に 不

宏を与 えた。
「優しくした らい い 」 →

「毛虫さんあ っ ちで遊び

← 架覯1，お鸚鱧 い

「毛虫さんさ よなら」 →

憾 酬 蘇 。帰。

← って』 「よか っ たね」

「は
一

い 、よ か っ た 亅
と嬉しそ うに 言う。 → ノv −

「・丶（一
丶
で一

T 男 fわ 一
毛虫こ こ にい る

よ」 と伝 λる。 → 「わ
一
毛虫い るい るさわ．

らない で」 と注蔵するよ

← うに露 う。
毛虫 をじっと 見て い る

o
「や っ つ けた らい か ん

」 とい う A子 の 叫び を

阻 き保母との会話を心

←

「や っ つ っ け ようか 」と

言 う。 先生は毛 虫を や
っつ ける の で は な
いか と い う不交 を
与 え た。

配そ うに見 る。 → r毛虫 さん あ っ ちで遊び
← なさい 」

安心 したようにに ご に

こ しなが ら見てい る 。 一
　 　 　 「 「

B子
熱野

をじっ睨
　 　 　 　 　 友達と粧 嚥

　　　 心配そうに友還の 様子　　　　　　　　　　　　　　 子に不安 を与 λた

　　　 を見て い る 。　　　　　　　 「毛虫さん は お 家に煽 る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　← 一　っ て j　「よか った ね」

繰 告艶曩一 聖一 頴 犬

　　　　　 保育上注視内容の項目別・月別集計表 （％｝（表 5〕

体例 を考え て み る こ とに した。次に は こ れ を （表 5 ）の

よ うに 注視内容 の 月別 ・項 回別に 集計 した。
　 この 褒 に よ る と幼児 匠里解 　信頼関 髯こが 7 凋に 多 く環 境

構成や直接的援助 が 4 月に 多い 。こ の よ うな結果か ら注

視内容を解決す るた め に 4 項目別に 取 り．⊥：げた考察の 結

果は 次の よ う で あ る 。
　 （1 ）幼児理 解

　幼 児の 要求な どは 褒面 的に 受容 して い る が 、儡々 の 幼

児の 内面 の 心情理 解 に欠 けて い る。こ こ で、こ れ までの

幼 児 理解 11 年 間 の 成 果 を生 か し．日 々 幼 児 と共 に あ っ

て 幼 児 研 究 に 努力 を重 ぬ な けれ ば な ら ない 。
（2 ）で言牽貢関｛系

　 幼児の 興味、要求．必 要に対 しての 対応 不 足は も と よ

り保 母 の
一

方的な対応 な ど が 多い 。愛情 豊か で 思 慮深 い

保 母 との 活動を通 して 情緒 を安 定 させ 倦 頼 関 「系を築 く よ

う な配 慮 が 必要で あ る 。
〔3 ）環境

　 幼 児理解に よ りそ の 儲頼関係 を基 に 個 々の 幼児の 発

違に 即 し た 保育の ね らい に よ る 環境構成 を 必要 と す る 。
なお、環境は 幼児と共に 生 ぎて 日 々成長 する もの で な

く て は な らない 。1

（4 ） 直接 的援助

　 個 々 の 幼児が 安心 して 生活が で き、また 発達に応 じ た

適切な 援助が 与 え ら れ る よ
．
う 日 々 の 幼児理 解や 儒 頼 鬨係

を深め保育の ね らい を明確 にす る。そ れに 応 じ た環境構

成 の 中 で保 母 は 幼児 と心 を通 わ せ なが ら 共に 生 活を 楽 し

み 個 々 の 幼児の心 身の 状態 を よ く把握 し 発達の 援助 を行

うよ うに 努力する 。

　 以上，保育上 の注視 内容 を幼児理解 ・信頼関係 ・．環境 ・

援助の
．
4 項 目に 分析 する こ とに よ り、そ の 解決の 方向が

次 第 に 明 らか に な っ た。　 　
．

：．

藤 幼児理 解 信頼閲係 環境構成 直接援助

432 ，518 ．820 ，228 ．5

737 ．826 ，318 ．917 ，8

　　　　　　　　　　　　　　　ノい　　　　　　　　　　　　　〒
　　 　　 　　 察 し なが ら保 育 の あ り方 を求 め続 け な けれ ば な らな い 。　　　　　　　　　　　　　　　　　「
　　　　　　　 こ こに 幼児の心情 ・意欲 ・態度が お の ずか ら育ち，道 が

　　　　　　 次 第に開か れ て く る もの と考 え られ る。

分　類　表　 （
一　部　抽　出　）　　　　　　　　　　　　　　（表4 ）

保　育　上　の 　注　視　内　容　の　項　目　別

幼 児 理 解 信 彌　閣　係 環 境 構 成 直 接 的 援 助

よ蜷饗警禦箆寿芒毛傑

覊 華鰻線 誓奪・・

・「だんご虫が卵か ら産 まれた」 と

轡雛緇 ！
こ・「磁 まれた

へ〜
「

）一

・「だん ご虫の たま ご、こ ん な

に小さい 卵か ら生まれたの 」 と

伝え てきたこ とに対 して 、　　　　　　　　　　　　「卵

難 雛 勉綴
蟻 が友達なの撫 」 と1勝手に 決め

マ
齟
言 う

　　　一

・虫を見つ けて 、良く見え る よ う

な場所　良 く見える飼育箱な どの

準備に欠け る。
・自由に 見られる ような虫の 図鑑

髱飃驪 騙 具 齷 曜

備不
・十分。

　　　　　　　　　・だん ご虫 の家知 っ て い る よ。ず

　　　　　　　　 一
っ と穴の 向 うなの」　「わ

一すご

　　　　　　　　 い す ごい 」 と言 う

　　　　　　　　　竰攜 ll驪量鰓矯零
　　　　　　　　 わい い ね亅 と言う。
　　　　　　　　　 （幼児の 心 情 に即応不足）
　　　　　　　　　　　．．
躍 一

・
＿ 一へ訟 ’一 〜 へ（！）

HI　ま と め と考察

　以 上 1 保育 す る 自 らの 【呆育 上 め注 視 内容 を 自 ら捉 え る た

め の 共同研究 を進めて きた，
　自由遊び の記録 を流れ 図 に，そ して 文章衰現 に よる相互

閲 係表に して、そ れ ぞれ か ら保育上の 注視 内容 を抽 出する

ため の 継 続研究に は、度 々 困難 な問 題 に も直 面 し た。
　 自 らの 保 育 を分 析 して 保 育上 の 注 視 内 容 を 明 ら か に す る

段階で 期待 した こ とは 注視内容の 減 少であ っ た。
しか し、　（表 3）で 見る よ うに

．
4 月 よ り 7月 の 注視内容 の

数値が 高 く な っ て い る 。こ れ は分析 内容 が 表 面 的 な もの で

な く心情弼 ま で の 深 ま りを 見る よ うな結 果 と考 え られ る。
　そ の 保育上の 注視内容の 解決に 当た

・
丿 て 1呆母 は幼児の 側

に た ち．全幼児一人・一一人 と心を洫 才刈
’、共 に生活 を楽 しみ

な が ら金 幼 児の 主 体 的 活 動 を認め、幼 児 と共 に 考 え．願 い 、
楚1い な どを 実現 させ る資 質や 能力を 身に つ け る よ うに 努力

して きた e それ は援助の 各項 目は も と よ り幼 児理 解、信頼

関 係、環境な どに 見 ら れ る具 体的な注視内容 を 日々反省考
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